




















































































理論的には OCDTと OABTは等しい面積となるが、言い換えると△ ACEで企業が預
























































































































態調査」2017年 5月 12日～14日実施。対象：従業員 300人以上企業の 40歳から 69歳の






















（9） シャインは大学院修了後 13年を経た段階の調査からキャリア・アンカーは次の 8つである
とした。①専門・職能コンピタンス、②全般管理コンピタンス、③自律・独立、④保障・
安全、⑤起業家的創造性、⑥奉仕・社会貢献、⑦純粋な挑戦、⑧生活様式。
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